
街Blogからの体験抽出とその空間的提示手法の提案
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人間の行動は時間的・空間的要因によって規定されている．Blogの普及により，地域を実際に訪れ
た個人の情報発信が活発になり，さらには記述された日時が記録されているという，いわゆる街 Blog
の特性によって，このような街の訪問者による体験や評価情報が得られるようになった．本研究にお
いては，ある場所について書かれた個々のテキストから，人々の体験を，時間・空間・動作・対象属
性間の相関ルールマイニングによって抽出する手法を提案する．そして，ユーザがそれらの属性を指
定することで，抽出した体験を柔軟に検索・要約することのできるシステムの提案を行う．これによ
り，容易にその地域における人々の行動を把握することが可能となる．

Blog Map of Experiences: Extraction and Geographical
Mapping of Visitor Experiences from Urban Blogs

Takeshi KURASHIMA,† Taro TEZUKA†

and Katsumi TANAKA†

The prevalence of Blogs has enabled observation of the personal experiences in a certain
location and time． Such information were traditionally unavailable except indirectly through
local newspapers and periodicals．This paper proposes a method of obtaining spatially-specific
experiences of urban visitors， for example， visitors’ activities at several sight-seeing spots
and their evaluations， by extracting association rules from the contents of Blog articles．By
geographical mapping of Blog articles， the proposed system enables users to observe visitors’
real activities and impressions of their visiting places， which are often more diverse than the
guidebooks and more trustworthy than the advertisements．

1. は じ め に

人間の行動は時間的・空間的要因によって規定され

ている．春には多くの人が花を見にいくであろうし，

地域特有の食べ物が存在すれば旅行者がそれを食べる

であろう．Blog の普及により，地域を実際に体験し

た個人の情報発信が活発になり，さらには，記述され

た日時が記録されているという Blogの特性によって，

このような人間の動きに関する情報が得られるように

なった．

従来，このような人間の動きに関する情報は，地方

紙や定期刊行物などから間接的ともいえる手法でしか

得ることができず，そのすべてを把握することは不可

能であった．Blog から直接的に得られる個人の体験

は，その地域を訪れようと考えている潜在的な訪問者

や，地域の流行に興味のあるマーケットアナリストに

とって有用であるといえる．
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現在，ある場所を実際に訪れて書かれた体験記のよ

うな Blog文書を，位置情報に基づいてユーザが投稿

するシステムが存在する1)．しかし，それらのシステ

ムが広く普及しているとは言いがたく，体験型 Blog

の多くは Blogホスティングサービス上で，単に一個

人の蓄積情報として扱われているのが現状である．さ

らに，Blog ホスティングサービスが提供するテキス

ト検索機能で「清水寺」などの地名をキーワードとし

た検索結果は大量であり，さらにはそのすべてが「清

水寺」を実際に訪れて書いた体験記とは限らない．こ

のように，ある地域に関して書かれた体験記 Blogが

Web 上に分散して存在し，さらにはその量が膨大で

あるという現状においては，すべての Blogに目を通

すことは困難であるといえる．その一部に目を通した

だけでは偏った見解に陥ってしまいかねない．

本研究においては，ある場所について書かれた個々

のテキストから，人々の体験を，時間・空間・動作・

対象属性間の相関ルールマイニングによって抽出する

手法を提案する．そして，本手法によって得られた体

験を，それらの属性を指定することで検索・要約する
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システムの提案を行う．これにより，容易にその地域

における人々の行動を把握することが可能となる．

本稿の第２章では，本手法に関連する基本的事項や

関連研究について述べ，３章では本手法の詳細につい

て述べる．４章では，抽出した体験をユーザに提示す

るシステムの概要を述べ，５章ではシステムの操作，

６章では実験的に体験を抽出した結果，７章ではまと

めを述べる．

2. 関 連 研 究

2.1 Blogマイニングに関する研究

奥村2) らは Blog を収集・監視し，収集した Blog

をマイニングすることで得られた情報を閲覧すること

が出来る「blogWatcher」を提案している．Blogをマ

イニングするという点では本研究と共通しているが，

blogWatcherは汎用的なシステムであり，話題という

枠組みで抽出を行っているため，抽出されるキーワー

ドは主に名詞である．本研究においては，抽出する語

を具体的に体験とし，地域という単位で情報の統合を

行っているという点で異なるといえる．

Kumar らは Blog 中のリンク構造について議論を

行い，Blogコミュニティの拡大とコミュニティ間の変

化を追跡するために time graph と time-dense com-

munity tracking を提案している3)4)．Bar-Ilan らは

Blog 中のリンクと投稿を統計的に分析した．しかし

ながら，この分析は Blog記事本文を対象としたもの

ではない．また，Bar-Ilanは Blogが Bloggerにとっ

て興味深いWebサイトに対するリンクを持つという

伝統的な側面に加えて，Blog 上における個人情報と

自己表現がますます重要な側面になってきていると指

摘している5)．

2.2 街 Blogに関する研究

上松らはBlogと，カメラやGPSといった機能が付

加された携帯電話端末を用いて，各人が発信した情報

を位置情報に基づいて整理し，新たな情報閲覧を可能

にするシステム「場 log」を提案している．情報閲覧

方法としては，指定した地点から近いデータを時系列

順，距離の近い順で提示する「場所Blog」と，データ

ベースに登録された画像を，位置情報をもとに地図上

に貼り付けて提示する「blog地図」がある．また，場

logにおいては Blogツールが生成する RSSに位置情

報を付加するという方法で位置情報を取得している．

場 logは空間という単位で Blogを投稿する仕組みを

提案したものであるが，本研究はこのようにして収集

された大量の Blogデータから，マイニングによって

情報集約を行おうというものである．またHurst6) ら

は，Blogを自動的に GIS上にマッピングし，複数の

Blog ホスティングサービス間の相違点を発見する手

法を提案している．

2.3 相関ルール分析

本章では，相関ルールについて説明する．相関ルー

ル分析は，ある商品Aを買ったら他の商品Bも同時に

買うというような暗黙的なルールをマイニングする手

法である．相関ルール分析では，アイテムの集合であ

るトランザクションを対象にして，各トランザクショ

ンの中に出現するアイテム組に見られる共起パターン

を発見する．相関ルールは以下のように表現できる．

　　　 X　⇒　 Y

　　　　　 X：条件部

　　　　　 Y：結論部

条件部と結論部は，複数のアイテムであってもよい．

この相関ルールは，もし条件部のすべてのアイテムが

トランザクション中に現れれば，そのトランザクショ

ン中には結論部のすべてのアイテムが現れるという意

味となる．

次に，支持度と確信度という概念について説明する．

データベースD中においてアイテム集合 Xと Yをと

もに含むトランザクションの全トランザクションに対

する割合を支持度（support value）といい，sup(X⇒

Y)と表記する．また，D中のXを含むトランザクショ

ンのうち，Yを含むものの割合を確信度 (confidence

value) といい，conf(X ⇒ Y) と表記する．この支持

度と確信度をもとにして，相関ルール分析を行う手法

が Agrawal7) らが提案した Apriori アルゴリズムで

ある．このアルゴリズムにおいては，ユーザが確信度

（最小確信度：minimum confidence value）と支持度

（最小サポート：minimum support value）の閾値を

設定し，閾値以上の確信度と支持度をもつ相関ルール

を重要な相関ルールとして抽出する．これにより，従

来，大量のデータを対象としたとき，すべてのルール

を導出するのは多くの計算時間が必要であったが，そ

の問題を克服することが可能となった．

3. 体 験 抽 出

本章では，人々の体験抽出手法について説明する．

体験とは個々人が「実際に物事を行うこと」である．

人々が何か体験をしてBlogを記述する場合，必ず「何

をしたか」という行為の内容を記述する．しかし，当

然のことながら Blog中に出現するすべての文がその

ような人々の行為を意味するものではない．体験を通

して得られた感想や知識，あるいはまったく関係のな

い話題について書かれた文も含まれている．Blog か
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ら人々の体験を抽出するためには，行為を意味する文

を抽出する必要があるといえる．

一般的に，文は次の３つの種類に分類することがで

きる．

• する文（行為）
（例）　紅葉を拝観する

• なる文（過程）
（例）イベントが延期になる

• である文（状態）
（例）桜が五分咲きである

人々の「体験」を示す表現は，この中の「する文（行

為）」に該当すると考えることができる．これらの文

はどのような動詞で終わっているかで自動的に分類す

ることが可能である．そこで，本手法においては，動

作動詞（見る，聞く，食べるなど）とサ変名詞に着目

して体験抽出を行っている．サ変名詞は「サ変名詞＋

する」のように用いられ，行為を示す動詞的な役割を

果たす品詞である．以下にそのステップを示す．

Step1: Blogの収集

Step2: Blog文書の形態素解析

Step3: 相関ルールの導出

Step4: 要約の作成

次章以降でそれぞれのステップの詳細について延

べる．

3.1 Blogの収集

Blogの収集は，Blogホスティングサービスが提供

するテキスト検索機能を使用して行う．また，Blogホ

スティングサービスは検索結果をRSS形式で配信する

サービスを行っており，この機能を利用して検索結果

を取得する．RSSとは Blogホスティングサービスが

提供する RDF rich Site Summaryであり，メタデー

タでタイトル，本文などの情報が整理されている．地

域に関連する地名，ランドマーク，建物名などは既存

のGISから抽出してリスト化しておく．そして，検索

エンジンにこれらの語を定期的にクエリとして投げる．

RSSにおける Blog情報は，タイトル，日付，本文な

どから構成されるが，本研究においては，地名（クエ

リ），タイトル，リンク，本文，日付情報の組み合わ

せをデータベースに蓄積する．以下にそのステップを

示す．

Step1: 地域に関連する地名，ランドマーク，建

物名を登録

Step2: 地名を検索語として検索エンジンを呼び

出す

Step3: 検索結果を RSS形式で取得

Step4: RSSを解析し，タイトル，リンク，本文，

日付情報を抽出

Step5: Blogデータベースに格納

Step6: 1から 5のステップを定期的に行う

3.2 アイテムデータベースの作成

収集した Blogを解析し，相関ルールを抽出するト

ランザクション集合を作成する．RSSで得られるBlog

の本文情報は，タイトル，あるいは Blog本文中に出

現する検索語の周辺テキストである．本手法において

は，得られた周辺テキストを文節に区切り，さらに単

語ごとに区切る．詳細については４章で述べる．

本研究においては，以下に示す要素に基づいて相関

ルールを適用する．

　　 (日付，地名，名詞，動詞，サ変名詞)

ここで，名詞は，代名詞，数，非自立，特殊，接尾，

接続詞的，動詞非自立，サ変名詞を除いたものである．

以後，本論文中で名詞と呼ぶのはこのような語とする．

また，地名は検索エンジンにクエリとして投げる語で

ある．各トランザクションを T とすると，T はアイ

テムの集合である．本手法にいては，ある文に含まれ

る個々の語がアイテムであり，その集合がトランザク

ションとなる．ひとつの文にひとつのトランザクショ

ンが対応する．トランザクションは以下のように記述

することができる．

T = (date, g, n1, ..nn, v1, ..vm, s1, ..sl)

Tはトランザクション，gはクエリとした地名，date

は文を含む Blogの日付である．n，v，sはそれぞれ，

文中に出現する名詞，動詞，サ変名詞である．

例えば，「京都駅」というクエリを検索エンジンに

投げて，2005年 5月に投稿され，「京都駅でおみやげ

と切符を買う」という文章を含む Blogが得られたと

する．この場合，地名は「京都駅」，名詞は「おみや

げ」と「切符」，そして動詞が「買う」という語にな

り，この文に対応するトランザクションは以下のよう

になる．

京都駅でおみやげと切符を買う

T = (05052005，京都駅，おみやげ，切符，買う)

嵐山で紅葉を見てから夕食を食べた

T = (05052005，嵐山，紅葉，夕食，見る，食べる)

3.3 相関ルールの抽出

相関ルールの抽出には，前章で説明した Aprioriア

ルゴリズムを用いる．実世界においては，その場所に

特有の遊び方が存在する．また，同じ場所においても，

ある時期に特有な遊び方や行為が存在する．本研究に

おいてはこのような「ある時期にこの場所を訪れた場

合に，このようなことをする」というルールを Blog

から発見する．本研究においては，以下に示す３つの
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タイプに分類される相関ルールに基づいて体験抽出を

行う．

Type1:

　 [時間，地名]　⇒　 [動作動詞]

　 [時間，地名]　⇒　 [サ変名詞]

Type2:

　 [時間，地名]　⇒　 [動作動詞，名詞]

　 [時間，地名]　⇒　 [動作動詞，サ変名詞]

　 [時間，地名]　⇒　 [サ変名詞，名詞]

Type3:

　 [時間，地名，動作動詞]　⇒　 [名詞]

　 [時間，地名，動作動詞]　⇒　 [サ変名詞]

　 [時間，地名，サ変名詞]　⇒　 [名詞]

すべての相関ルールを作成するのではなく，上記の

ような品詞を条件部と結論部に持つルールのみを抽出

する．このようにして得られた（動作動詞，名詞），

（動作動詞，サ変名詞），（サ変名詞，名詞）の組が体

験である．また，一般的な動作動詞はストップワード

としている．例えば「行く」「来る」などの動詞であ

る．これらは「京都に行く」などのように用いられる

が，情報としてはその場所に Bloggerが訪れたという

ことだけであって，何をしたかという情報までは含ん

でいない．

Type3 においては，Type1 の相関ルール抽出後に

得られた動詞，及びサ変名詞の対象となっている語を

抽出している．これらの対象は一般的に名詞になる場

合が多い．例えば，「見る」という動詞に対応する「桜」

という名詞である．また，本研究においては，サ変名

詞も動作の対象となりうる品詞としている．これは例

えば「紅葉を見る」というように，サ変名詞が「見る」

という動作の対象となる場合もあるからである．

3.4 要約の作成

抽出した相関ルールは，ユーザからの入力，要求に

応じて要約の形で提示を行う．その詳細については５

章の中でシステムの使用例とともに説明する．

4. システム構成

前章までに説明したアルゴリズムで抽出した体験を

提示するシステムについて述べる．システム処理の流

れを以下に示す．

( 1 ) Blog収集

複数の Blog 検索エンジンに地名を投げて Blog

を RSS形式で収集する．本システムにおいては，

goo ブログ8)，及び livedoor ブログ9) を用いて

実装を行った．また，検索語とする地名はゼンリ

ンの住宅電子地図情報10) から抽出したものであ

図 1 システムの構成

る．収集した Blog は Blog データベースに格納

する．本システムにおけるデータベースはすべて

MySQL11) を使用している．

( 2 ) Blog文書の形態素解析

Blog 文書のタイトル，及び本文から文節を抽出

する．それぞれの文章を，日本語形態素解析プロ

グラム茶筅12) を用いて解析する．茶筅は文を語

に区切り，それぞれの品詞を解析するプログラム

である．得られた品詞に基づき，相関ルールを適

用するトランザクションを作成する．トランザク

ションはアイテムデータベースに格納する．

( 3 ) 相関ルールの抽出

アイテムデータベースのそれぞれのトランザク

ションに対して体験抽出を行う．相関ルールは過

去１ヶ月，もしくは月ごとというように，ある程

度多くのトランザクションが得られるような時間

単位で抽出する．動作動詞の抽出は，日本語語彙

体系ソフト13) のデータを利用して行う．抽出し

たルールはルールデータベースに格納する．

( 4 ) ユーザインタフェース

ユーザは，地名，時間，動作，対象をクエリとし

て指定することで検索を行うことができる．ユー

ザ操作の詳細については次章で説明する．

5. システムの操作

5.1 ユーザの入力

抽出した相関ルールは，ユーザの要求に応じて要約

の形で提示を行う．ユーザの入力は，４つの属性（地

名，時間，動作，対象）のいずれかひとつ，もしくは

その組み合わせである．検索フィールドに属性値をス

ペースで区切って入力する．時間については，相関ルー

ルを月単位，あるいは「１ヶ月以内」というような単

位で抽出しているため，リストから期間を選ぶ形式で

ある．また，自然言語による検索も可能である．シス
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図 2 システムの検索画面

テムは自然言語によるクエリを，形態素解析ソフトを

用いて解析し，助詞などの品詞の語を切り捨て，単語

を抽出する．次章で，その典型的な使用例について述

べる．

5.2 典型的な利用例

抽出した相関ルールは，ユーザの要求に応じて要約

の形で提示を行う．典型的な要求例として以下のよう

なものが挙げられる．

Case1:　クエリ＝空間,時間　検索結果＝動作,対象

現在地をクエリとすることで，その場所で行うこと

ができる体験を調べたいという場合にこのような検索

が想定される．また，ユーザが旅行などで訪れる場所

と期間が決定しており，その場所でどんな体験を行う

ことができるのかを調べたいという状況でもこのよう

な検索は有効である．人間の体験は，四季という要因

によって規定される場合が多く，一年前，同じ場所で

人気のあった体験は，再び人気が出る可能性が高いか

らである．

（例１）クエリ：京都　期間：７月

（例２）クエリ：嵐山　期間：すべて

システムはユーザの入力に対してルールデータベー

スの検索結果をもとに体験を提示する．この場合，表

１のような検索結果となり，（名詞，動詞），（名詞，サ

変名詞），（サ変名詞，動詞）という組で構成される体

験は，動作（動詞またはサ変名詞）に基づいて整理さ

れてユーザに提示される．また，ユーザが興味をひか

れた体験を指定すれば，システムは「空間」「時間」属

性と選択した体験をもとに Blogデータベース，もし

くは Blog検索エンジンにアクセスし，該当する Blog

文書を収集してくる．これにより，体験の詳細やその

表 1 空間，時間をクエリとした場合の検索結果

Location name：　　　 Date：
[rank] Verb1：(conf([Location name，Date ⇒ Verb)

　　 Object1：(conf(Location name，Date，Verb ⇒ Noun)

　　 Object2：(conf(Location name，Date，Verb ⇒ Noun)

[rank] Verb2：(conf([Location name，Date ⇒ Verb)

　　 Object1：(conf(Location name，Date，Verb ⇒ Noun)

　　 Object2：(conf(Location name，Date，Verb ⇒ Noun)

図 3 地域情報検索システムとの融合

図 4 地図を用いた体験の空間的提示

感想を読むことが可能である．

Case2:　クエリ＝時間,動作,対象　検索結果＝空間

ユーザの興味のある動作とその対象が決まっており，

それを行う場所を調べたいという状況のもとでこのよ

うな検索が想定される．以下，検索例を示す．

（例）クエリ：桜を見る　期間：４月

システムの検索結果は，それぞれの相関ルールの頻

度に基づいて地名をリスト表示する．

Case3:　クエリ＝空間,時間,動作　検索結果＝対象

ユーザが，ある特定の時間にある場所にいて，した

い動作も決定しているが，その対象を何にするかを決

めたい．そのような場合にこのような検索が想定され

る．以下，検索例を示す．

（例）クエリ：京都駅，食べる　期間：すべて

5.3 システムの発展的な利用

地域情報検索における検索対象は店舗・寺社情報，

位置情報，イベント情報などである．これらの情報は，

カテゴリ検索やキーワード検索，地図検索をすること

ができる．特に，地図を用いた検索は空間という尺度

で情報を選択することができ，地域情報検索に特徴的

なシステムである14)．しかし，このようなシステム
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で収集することができるのは，店舗が作成したホーム

ページなどの情報である．これらの情報は，あくまで

情報提供者側からの広告情報であり，信頼性に乏しい．

また，ユーザは位置，カテゴリ，キーワードなどの属

性を用いて情報を絞り込むことができても，そのよう

にして得られた複数の店舗からひとつの店舗を選択

する決め手がない．そこで，地域情報検索における情

報の絞り込みの新たな尺度として，街の消費者として

の人々の動きを取り入れた地域情報検索が考えられる

（図３）．人々の動きには流行が反映されている．ま

た，個人の多様な行動の中には，新たな街の楽しみ方

の発見があると考えられる．さらに，興味のある体験

について書かれている Blog の中身をチェックし，そ

の体験を実際に行った人々の感想を得ることも可能で

あり，複数の情報の絞り込みに利用することもできる．

6. 抽 出 結 果

表 2 体験の抽出結果 地名:清水寺，期間:期間:2005.01.01～
2005.06.10

対象 動作 出現数
客 観光 60

桜 見る 45

人 思う 36

日記 書く 34

紅葉 見る 30

月 行う 29

写真 見る 26

人 見る 25

表 3 動作の抽出結果 地名:清水寺，期間:期間:2005.01.01～
2005.06.10

動作 出現数 確信度 (%)

見る 517 2.4

思う 482 2.2

旅行 442 2.0

観光 436 2.0

行う 424 2.0

言う 308 1.4

歩く 286 1.3

旅 256 1.2

書く 243 1.1

食べる 222 1.0

gooブログ，及び livedoorから Blogを収集し，実

験的に体験の抽出を行った．検索語は「清水寺」，収

集期間は 2005.01.01から 2005.06.10である．収集し

た Blog数は 360件である．表３の確信度は，ルール：

[2005.01.01～2005.06.10，清水寺]⇒ [動作]，表４の確

信度はルール：[2005.01.01～2005.06.10，清水寺，見

表 4 動作：「見る」の対象となる名詞・サ変名詞
地名:清水寺，期間:2005.01.01～2005.06.10
名詞・サ変名詞 出現数 確信度 (%)

桜 45 8.7

紅葉 30 5.8

写真 26 5.0

人 25 4.8

ライトアップ 16 3.1

金閣寺 15 3.0

夜桜 15 3.0

月 14 2.7

雪 14 2.7

表 5 動作：「食べる」の対象となる名詞・サ変名詞
地名:清水寺，期間:2005.01.01～2005.06.10
名詞・サ変名詞 出現数 確信度 (%)

ご飯 20 9.0

湯豆腐 14 6.3

店 14 6.3

パフェ 12 5.4

抹茶 11 5.0

ごはん 10 4.5

友達 10 4.5

都路 8 3.6

る]⇒ [対象]，表５の確信度はルール：[2005.01.01～

2005.06.10，清水寺，食べる]⇒ [対象]のものである．

6.1 抽出結果の分析と今後の課題

表２の実験結果を見ると，「桜，見る」「紅葉，見る」

のように時間という属性に特徴的な体験が一定の精度

で抽出できていることがわかる．また，表４，表５に

示すように，「見る」「食べる」のような動詞に関して

は高い精度で語が抽出できていることがわかる．しか

し，以下に示すような問題点があげられる．

( 1 ) 「客，観光」のように動作とその対象という関係

にない組も抽出されている（表２）

( 2 ) 「言う」「思う」「書く」のような文章を書く際に

一般的に利用されている表現が抽出されている

（表３）

( 3 ) 「旅行」「旅」のような同義語が含まれている

（表３）

今回の手法においては，係り受けを考慮していない．

一文の中の語と語の相関関係のみを考慮しているが，

これでは名詞と動詞の組が「動作」と「対象」の関係

にあるかどうかまでの判断は難しい．今後の対応策と

して，名詞と動詞の組が格助詞「を」でつながる割合

を Web 検索エンジンを利用して計算するなどして，

体験のフィルタリングを行っていこうと考えている．

また，文章における一般的な表現が抽出されてしまう

という問題に対しては，複数地名間における語の出現

頻度の相違と，同じ場所での違う期間における語の出
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現頻度の相違を観察し，フィルタリングしていく方法

が考えられる．この方法は，時間的・空間的要因に規

定される体験を抽出する際にも有効な方法であると考

えられ，今後，実験をするなどして有効性を検証して

いきたい．最後に同義語の問題であるが，これは同義

語辞書を使うなどして対応していきたい．同義語をク

ラスタリングすることで，ルール抽出の精度も上がる

と予想できる．

7. ま と め

本稿においては，ある場所について書かれた個々の

テキストから，人々の体験を，時間・空間・動作・対

象属性間の相関ルールマイニングによって抽出する手

法を提案した．そして，本手法によって得られた体験

を，それらの属性を指定することで検索・要約するシ

ステムを，その利用例と共に説明した．さらに，本シ

ステムの今後の展開と暫定的な実験を行った結果を示

した．今後，現在判明している問題点を分析し，定量

的な評価実験をすすめがら今回提案したアルゴリズム

を修正，改良していく予定である．
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